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みんなのまちづくり懇談会費を
　　　　　　減額修正して可決

６月
議会

　　

今
回
、
提
案
さ
れ
た
一
般

会
計
補
正
予
算
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
助
成
金
や

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
費

の
関
連
予
算
等
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
補
正
予
算
で

は
「
み
ん
な
の
ま
ち
づ
く
り

懇
談
会
」
に
関
す
る
予
算
と

し
て
20
万
円
が
計
上
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
、
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
町
民

の
意
見
を
聞
く
こ
と
は
理
解

さ
れ
る
が
、
庁
舎
等
建
設
検

討
委
員
会
が
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
等
を
実
施
し
策
定
し
た
庁

舎
等
建
設
基
本
計
画
に
基
づ

く
庁
舎
建
設
地
を
、
再
度
町

民
に
意
見
を
求
め
る
こ
と
は

基
本
計
画
の
根
底
を
覆
す
こ

と
に
繋
が
り
、
行
政
の
停
滞

や
継
続
性
が
失
わ
れ
る
こ
と

か
ら
、
議
会
は
こ
の
懇
談
会

費
を
減
額
と
す
る
修
正
を
行

い
ま
し
た
。

庁
舎
等
建
設
検
討
委

員
会
の
答
申
を
尊
重

し
て
い
る
の
か
。
現
計
画
を

見
直
す
の
で
あ
れ
ば
改
め
て

委
員
会
に
諮
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
申
は
尊
重
し

て
い
る
が
、
現

時
点
で
基
本
計
画
を
進
め
る

の
は
難
し
い
。
町
民
か
ら
の

意
見
を
聴
取
し
た
う
え
で
必

要
と
あ
れ
ば
委
員
会
を
開
く

こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

庁
舎
等
建
設
検
討
委

員
会
で
は
鞍
手
町
総

合
計
画
と
の
整
合
性
を
図

り
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

し
て
い
る
が
。パ

ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
に
は
現

※質疑の内容、答弁は紙面の都合上、要約しています。
　会議録は、鞍手町ホームページや議会事務局で閲覧できます。
　尚、会議録の調製により、閲覧が遅れる場合がありますのでご了承ください。

　

令
和
元
年
６
月
定
例

会
が
６
月
５
日
か
ら
19

日
ま
で
の
15
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
新
し
い
人

事
の
選
任
、
条
例
の
制

定
お
よ
び
一
部
改
正
、

各
会
計
の
専
決
処
分
の

承
認
、
一
般
会
計
補
正

予
算
な
ど
町
長
か
ら
提

案
さ
れ
た
18
議
案
を
審

議
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

▲
賛
成
９
・
反
対
３
で
可
決

Ｈ
29
・
５
月

　

�

前
町
長
か
ら
庁
舎
等
建
設
に
つ
い
て
庁
舎
等
建
設
検

討
委
員
会
に
意
見
を
求
め
る
。

Ｈ
29
・
12
月

　

�

庁
舎
等
建
設
検
討
委
員
会
は
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
を
実
施
し
「
庁
舎
等
建
設
基

本
計
画
」
を
前
町
長
に
答
申
。

Ｈ
30
・
９
月

　

�

岡
崎
町
長
就
任

Ｈ
30
・
10
月

　

�

庁
舎
等
建
設
地
の
小
牧
墓
所
移
転
造
成
工
事
費
が
計

上
さ
れ
た
補
正
予
算
が
可
決
さ
れ
る
。

Ｈ
31
・
３
月

　

庁
舎
等
建
設
地
等
に
つ
い
て
町
民
か
ら
の
意
見
を
聴

取
す
る
場
と
し
て
「
み
ん
な
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
費
」

が
予
算
計
上
さ
れ
る
が
、
減
額
修
正
と
な
る
。

Ｒ
元
・
６
月

　
「
み
ん
な
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
費
」
と
同
様
の
趣

旨
の
「
み
ん
な
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
費
」
が
予
算
計

上
さ
れ
る
が
議
会
は
減
額
修
正
と
す
る
。

庁
舎
等
建
設
に
係
る
こ
れ
ま
で
の
経
緯

主
な
質
疑

問町 

長
問町 

長
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平
成
31
年
第
２
回
定
例

会
に
お
い
て
、
平
成
31
年

度
一
般
会
計
予
算
は
「
み

ん
な
の
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
費
」
に
関
す
る
予
算
21
万

円
を
減
額
修
正
し
議
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

み
ん
な
の
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
は
、
町
民
の
代
表

者
等
で
組
織
さ
れ
た
庁
舎

等
建
設
検
討
委
員
会
が
適

切
な
協
議
を
行
い
町
長
に

答
申
し
た
「
庁
舎
等
建
設

基
本
計
画
」
に
基
づ
く
新

庁
舎
建
設
地
に
つ
い
て
、

再
度
町
民
か
ら
の
意
見
を

聴
取
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
り
、
ま
た
、
小
学
校

の
統
合
に
つ
い
て
行
政
と

し
て
検
討
し
て
い
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
同
じ
く

町
民
の
意
見
を
聴
取
す
る

な
ど
行
政
の
継
続
性
を
無

視
し
た
委
員
会
で
あ
る
こ

と
は
明
白
で
あ
り
、
当
然

議
会
と
し
て
減
額
修
正
と

し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

岡
崎
町
長
は
議
会
の
決

定
を
真
摯
に
受
け
止
め
て

い
た
だ
け
た
も
の
と
認
識

し
て
い
ま
し
た
が
今
定
例

会
に
お
い
て
同
一
の
趣
旨

で
あ
る
「
み
ん
な
の
ま
ち

づ
く
り
懇
談
会
費
」
が
計

上
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正

予
算
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
自
治
行

政
の
公
正
で
効
率
的
な
運

営
を
阻
害
す
る
も
の
と
判

断
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

本
来
な
ら
ば
、
こ
の
補
正

予
算
は
否
決
と
す
る
べ
き

で
は
あ
り
ま
す
が
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
費
ま

た
は
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
事
業
費
な
ど
の
重
要
な

予
算
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、

町
民
の
福
利
を
妨
げ
る
こ

と
は
議
会
の
本
意
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

よ
っ
て
、「
み
ん
な
の
ま

ち
づ
く
り
懇
談
会
費
」
に

関
す
る
予
算
20
万
円
を
減

額
修
正
す
る
も
の
で
す
。

計
画
に
反
対
と
の
意
見
が
９

件
あ
り
ま
し
た
。

庁
舎
等
の
建
設
場
所

を
含
め
た
基
本
計
画

を
進
め
る
と
い
う
こ
と
を
前

提
と
し
た
懇
談
会
を
行
い
、

も
し
も
反
対
意
見
が
あ
れ
ば

計
画
を
見
直
す
と
い
う
こ
と

な
の
か
。

現
計
画
は
尊
重

し
ま
す
が
、
現

計
画
を
そ
の
ま
ま
進
め
る
か

は
町
民
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
判
断
し
た
い
。

町
長
は
現
計
画
で
行

う
と
い
う
意
志
を

持
っ
て
懇
談
会
を
行
う
の

か
。
現
計
画
を
白
紙
と
し
て

意
見
を
募
る
の
か
。

財
源
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど

当
初
の
計
画
か
ら
ズ
レ
が
生

じ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
現

計
画
が
前
提
の
懇
談
会
は
で

き
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

パ
ー
キ
ン
グ
チ
ケ
ッ

ト
方
式
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
な
の
か
。

鞍
手
駅
駐
車

場
を
利
用
さ

れ
る
方
が
、
事
前
に
チ
ケ
ッ

ト
を
購
入
し
、
発
給
さ
れ
た

チ
ケ
ッ
ト
を
駐
車
し
た
車
の

ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
に
置
い
て

お
く
も
の
で
す
。
ゲ
ー
ト
式

や
跳
ね
上
げ
式
に
比
べ
て
低

コ
ス
ト
に
設
置
で
き
ま
す
。

夕
方
に
車
を
停
め
て
、

翌
朝
に
車
を
取
り
に

行
く
と
２
日
分
の
駐
車
代
を

払
う
こ
と
に
な
る
の
か
。

そ
の
よ
う
な

場
合
は
チ
ケ

ッ
ト
を
購
入
す
る
際
に
、
２

日
分
の
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

※
利
用
料
は
日
額
３
０
０

円
。
月
極
は
４
０
０
０
円（
消

費
税
を
含
む
）。
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鞍
手
駅
駐
車
場
が

パ
ー
キ
ン
グ
チ
ケ
ッ
ト
方
式
に
変
更

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鞍
手
駅
関
連
施
設
設
置
及
び
管
理
運
営
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

主
な
質
疑

問 総
務
課
長

問総
務
課
長

修
正
動
議
の
概
要

　
▲
全
員
賛
成
で
可
決▶ 10月１日からパーキングチケット方式となる鞍手駅駐車場

問町 

長
問 町 

長
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【
条
例
】

 

●  

森
林
環
境
譲
与
税
基
金
条
例

 

●  

税
条
例
等
の
一
部
改
正

 

●  

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

 

●  

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

 

●  

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

【
予
算
】

 

●  

令
和
元
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

【
専
決
処
分
の
承
認
】

 

● 

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

 

●  

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

 

● 

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

 

●  

平
成
30
年
度
住
宅
新
築
資
金
等
特
別
会
計

補
正
予
算

 

●  

平
成
30
年
度
流
域
関
連
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

 
●  
平
成
30
年
度
地
方
独
立
行
政
法
人
く
ら
て

病
院
貸
付
金
等
特
別
会
計
補
正
予
算

そ
の
他
の
議
案

全
員
賛
成
で
可
決

国
の
関
係
機
関
へ
意
見
書
を

そ
う
比
し
ま
し
た
。

陳  

情

辺
野
古
新
基
地
建
設

の
即
時
中
止
と
普
天

間
基
地
の
沖
縄
県

外
・
国
外
移
転
に
つ

い
て
、
国
民
的
議
論

に
よ
り
、
民
主
主
義

及
び
憲
法
に
基
づ
き

公
正
に
解
決
す
る
べ

き
と
す
る
意
見
書
の

採
択
を
求
め
る
陳
情

（
全
員
賛
成
で
採
択
）

国
の
関
係
機
関
へ
意
見
書

を
送
付
し
ま
し
た
。

●
陳
情
者

　

 

沖
縄
県
那
覇
市
銘
苅
一

丁
目
３
番
36
号

　
「
新
し
い
提
案
」

　
　
　
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
安
里　
長
従

新
し
い
人
事

■
監
査
委
員
の
選
任

　
監
査
委
員
の
幸
田
喜
孝
氏
の
任
期
が
令
和

元
年
６
月
20
日
で
満
了
す
る
た
め
、
同
氏
を

再
度
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
全
員
賛
成

で
同
意
し
ま
し
た
。

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
坂
田
正
明
氏

の
任
期
が
、
令
和
元
年
６
月
９
日
で
満
了
す

る
た
め
、
同
氏
を
再
度
選
任
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
全
員
賛
成
で
同
意
し
ま
し
た
。

幸
こ う だ

田　喜
よしたか

孝 氏（７７歳）
任期　
 令和元年６月２１日から
令和５年６月２０日まで

　

鞍
手
町
工
場
等
設
置
奨
励
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
く

令
和
元
年
度
分
の
固
定
資
産
税
課
税
免
除
の
申
請
が
６

社
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

　

工
場
等
設
置
奨
励
に
関
す
る
条
例
で
は
、
町
内
の
事

業
所
が
工
場
等
の
新
設
及
び
増
設
を
行
い
、
産
業
の
振

興
と
雇
用
の
促
進
を
図
る
こ
と
に
対
し
、
固
定
資
産
税

の
課
税
免
除
が
３
年
間
適
用
さ
れ
ま
す
。

事
業
所
の
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除

新増設の
区　　分

藤井精工 (株) 315,400 第３年度 増設

1,631,600 第３年度 増設
683,100 第１年度 増設

北九食品 (株) 3,477,200 第３年度 新設

(株) ニッショウテクノス 491,300 第３年度 増設

(株) トーヨーエネルギーファーム 4,078,700 第３年度 新設

(株) 若松メカニクス 470,100 第２年度 増設

納税義務者 課税免除額 課税免除年度

(株) サンテック

坂
さ か た

田　正
まさあき

明 氏（７０歳）
任期　
 令和元年６月１０日から
令和４年６月　９日まで
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知
り
た
い
こ
と
望
む
こ
と
４人が
一般質問

４．宇
う た が わ

田川　亮
あきら

　議員・・・・・・・・・・・９

２．的
ま と の

野 信
のぶ ゆ き

之　議員・・・・・・・・・・・７

・�公立小学校、中学校のトイレの洋式化について

・ゴミ減量化・環境美化の推進について

・子育て中の女性に対する支援について

・不育治療費助成金について

１．野
の ぐ ち

口美
み え こ

恵子　議員・・・・・・・・・・・６

　一般質問とは、町長から提出された議案以外に、行政に対する疑問点に
ついて質問することです。
　一般質問の内容、答弁は質問者自身が要約し、広報委員会が校正したもの
です。
　質問の全文は、鞍手町ホームページや議会事務局で会議録を閲覧できます。
※尚、会議録の調製により、閲覧が遅れる場合がありますので、ご了承下さい。

・�危険家屋の解消について

・高すぎる国民健康保険税の引き下げについて

・子ども医療費無料化の拡充について

３．西
さい と う

藤 典
の り こ

子　議員・・・・・・・・・・・８

・７０歳現役の社会参加支援について
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鞍
手
町
で
は
不
育
症

の
方
が
お
ら
れ
る
が
、

保
険
が
効
か
な
い
の
で
１
回

の
治
療
費
が
と
て
も
高
額
に

な
っ
て
い
る
。

　

県
内
で
は
、
上
毛
町
が
不

育
治
療
費
の
助
成
を
行
っ
て

い
る
が
、
若
い
世
代
の
定
住

化
、
少
子
化
対
策
の
一
環
と

し
て
、
鞍
手
町
で
も
不
育
治

療
費
の
助
成
を
検
討
す
る
考

え
は
。

鞍
手
町
で
は
、

母
子
手
帳
を
交

付
し
た
際
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
際

に
死
産
、
流
産
の
経
験
に
つ

い
て
も
伺
っ
て
い
ま
す
。
今

後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
設
問
に
不

育
症
に
関
す
る
項
目
を
追
加

し
て
、
ま
ず
は
不
育
症
の
方

が
ど
の
く
ら
い
鞍
手
町
に
お

ら
れ
る
か
を
把
握
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
直
接
、
妊

婦
の
方
に
接
す
る
保
育
士
さ

ん
等
に
相
談
内
容
を
合
わ
せ

て
聞
い
て
い
た
だ
き
、
総
合

的
に
判
断
を
し
、
今
後
助
成

を
す
る
か
を
検
討
し
ま
す
。

就
職
を
希
望
す
る
子

育
て
中
の
女
性
を
対

象
に
就
職
相
談
や
斡
旋
、
保

育
所
の
情
報
な
ど
を
提
供
で

き
る
施
設
や
窓
口
が
鞍
手
町

に
は
な
い
よ
う
だ
が
。施

設
や

窓
口
と

し
て
は
、
厚
生
労
働
省
福

岡
労
働
局
が
所
管
し
て
い

る
「
マ
ザ
ー
ズ
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
」
や
福
岡
県
が
運
営
す
る

「
子
育
て
女
性
就
職
支
援
セ

ン
タ
ー
」
が
あ
り
、「
マ
ザ
ー

ズ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」
は
福
岡

市
と
北
九
州
市
に
一
か
所
づ

つ
、「
子
育
て
女
性
就
職
支

援
セ
ン
タ
ー
」
は
、
筑
豊
地

区
で
は
飯
塚
市
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

70
歳
現
役
の
方
々
の

就
職
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
社

会
参
加
支
援
に
取
り
組
む
考

え
は
。

現
在
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
鞍
手
町

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
」
が
ニ
コ
ニ
コ
体
操
や
シ

ニ
ア
料
理
教
室
、
ま
た
、
鞍

手
公
園
の
清
掃
な
ど
、
社
会

貢
献
活
動
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
町
と
し
て
も
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
が
実
施
す
る
介
護
予

防
サ
ポ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
等
に

よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

新
設
し
高
齢
者
の
社
会
参
加

活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
働
き
た
い
意
欲
の

あ
る
高
齢
者
に
は
「
福
岡
県

70
歳
現
役
応
援
セ
ン
タ
ー
」

へ
の
取
次
や
同
セ
ン
タ
ー
の

活
動
を
周
知
す
る
た
め
の
広

報
を
強
化
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

一般質問

問

問

町 

長

町 

長

問

野口美恵子 議員

福
祉
人
権
課
長

問
町長

不育治療費の助成を
　　　　　検討する考えは？

「総合的に判断し検討します」

2018.3

■お問い合わせ
◇相談・個別コンサルティング・企業相談

◇FAX 093-513-8190

北九州オフィス

■所在地 / 北九州市小倉北区船場町 2-10 近藤会館 4 階

■ご利用時間/月曜～金曜9：30～18：00（祝日、年末年始を除く）　■ホームページ/　http://70-f.net/

■お問い合わせ
◇相談・個別コンサルティング（職業紹介等）
◇企業相談・セミナー
◇ふくおか子育てマイスター
◇FAX 092-432-2513

…☎092-432-2577
…………………………☎092-432-2512

…………………☎092-481-1312

☎ 093-513-8188

■お問い合わせ
◇相談・個別コンサルティング・企業相談

◇FAX 0942-36-8356

久留米オフィス

■所在地 / 久留米市天神町 8 番地 リベール 4 階

☎ 0942-36-8355

■お問い合わせ
◇相談・個別コンサルティング・企業相談

◇FAX 0948-21-6033

飯塚オフィス

■所在地 / 飯塚市本町 7-25 三協木村ビル 1 階（本町商店街）

☎ 0948-21-6032

福岡オフィス

■所在地 / 福岡市博多区博多駅東 1-1-33 はかた近代ビル 5 階

西
鉄

久
留

米
駅

東口

岩田屋

東町
佐賀銀行

ハイネスホテル
久留米

福岡銀行

東和町

西口

リベール4F

井筒屋
飯塚郵便局

あいタウン

飯塚小学校

飯塚バスターミナル

吉原町

本
町
商
店
街 飯塚郵便局前

明治町入口

芳雄橋西

芳雄橋

遠
賀
川

三協木村ビル１F

※ご利用時間　9：30 ～ 12：00　13：00 ～ 18：00

子
育
て
中
の
女
性
に

　
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

70
歳
現
役
の
社
会
参
加

　
　
　
　
支
援
に
つ
い
て

▶
「
福
岡
県
70
歳
現
役
応
援
セ
ン
タ
ー
」
概
要
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
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現
在
の
小
中
学
校
の

ト
イ
レ
の
洋
式
化
比

率
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

特
に
小
学
校
は
。小

学
校
の
洋

式
ト
イ
レ
の

比
率
は
児
童
と
職
員
用
を
合

わ
せ
て
校
舎
内
に
お
い
て
は

剣
南
小
学
校
が
22
・
２
％
、

剣
北
小
学
校
が
23
・
８
％
、

西
川
小
学
校
が
28
・
６
％
、

新
延
小
学
校
が
26
・
７
％
、

室
木
小
学
校
が
28
・
６
％
、

古
月
小
学
校
が
29
・
２
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
４
月
時
点

で
の
文
部
科
学
省
の

調
査
で
は
、
鞍
手
町
は
各
ト

イ
レ
に
１
個
程
度
の
和
便
器

を
設
置
し
、
他
は
洋
便
器
、

洋
式
化
率
60
％
以
上
を
目
指

す
方
針
を
出
し
て
い
る
が
、

今
後
の
見
通
し
は
。

今
後
に
つ
い
て

は
、
昨
年
、
古

月
小
学
校
で
破
損
し
た
和
式

ト
イ
レ
を
、
洋
式
ト
イ
レ
に

改
修
し
た
よ
う
に
、
和
式
ト

イ
レ
が
破
損
し
た
場
合
、
そ

の
都
度
洋
式
ト
イ
レ
に
改
修

し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

中
学
校
で
は
２
校
統
合
し

た
際
、
先
程
ご
指
摘
の
よ
う

な
形
で
ト
イ
レ
を
設
置
し
、

86
％
が
洋
式
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
現
在
、
小
学
校

は
６
校
あ
り
ま
す
の
で
全
て

の
ト
イ
レ
を
洋
式
に
す
る
の

は
財
政
上
の
負
担
が
大
き

く
、
な
か
な
か
進
ん
で
い
な

い
状
況
が
あ
り
ま
す
。

非
常
に
小
学
校
の
洋

式
化
が
遅
れ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
小
学
校
は
各

地
域
で
の
災
害
時
の
避
難
所

で
も
あ
り
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
が
、
真
っ
先
に
避
難
す

る
と
思
わ
れ
る
。
足
腰
の
弱

っ
た
高
齢
者
や
障
が
い
者
に

と
っ
て
、
和
式
ト
イ
レ
で
の

利
用
は
肉
体
的
に
も
精
神
的

に
も
非
常
に
負
担
が
か
か
る

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

方
々
の
受
け
入
れ
に
、
今
の

ま
ま
で
ト
イ
レ
の
対
応
が
十

分
出
来
る
の
か
。

災
害
時
に
小
学

校
を
避
難
所
と

し
て
開
設
し
た
際
、
高
齢
者

や
障
が
い
者
の
方
が
既
存

の
ト
イ
レ
使
用
が
困
難
な
場

合
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
保
た

れ
る
事
を
前
提
に
簡
易
ト
イ

レ
等
で
対
応
し
て
い
く
こ
と

を
想
定
し
て
い
ま
す
。

一般質問

問町 

長

問

町 

長

的野　信之

問
　「
改
修
の
都
度
、
洋
式
ト
イ
レ
に

　
　
　
　
　
変
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

町
長

公
立
小
中
学
校
ト
イ
レ
洋
式
化
の
進
捗
状
況
は
？

教
育
課
長

問

①おおむね洋便器（洋式化率 90％以上）

② 各階に１個程度和便器を設置し、他

は洋便器（洋式化率約 80％以上）

③ 各トイレに１個程度和便器を設置し、

他は洋便器（洋式化率約 60％以上）

④ 洋便器と和便器を概ね半々に設置（洋

式化率約 50％以上）

⑤その他（明確な方針がないなど）

①
765 自治体
（42.5％）

②
241 自治体
（13.4％）

③
527 自治体
（29.3％）

④
193 自治体
（10.7％）

⑤
73自治体
（4.1％）

各学校で和便器よりも洋便器を今後多く設置す
る方針の学校設置者は全体の約８５％

▶学校設置者（全体１７９９自治体）の今後の整備方針内訳　平成 28年 4月 1日現在
（文部科学省資料より抜粋）

議員
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ご
み
の
減
量
化
・
環

境
美
化
に
関
す
る
見

解
は
。

ご
み
の
分
別
を

徹
底
し
、
町
民・

事
業
者
・
行
政
が
協
力
し
て

廃
棄
物
の
排
出
抑
制
、
処
理

の
適
正
化
、
処
理
に
係
る
費

用
の
削
減
や
環
境
に
対
す
る

負
荷
の
軽
減
を
図
り
、
循
環

型
社
会
の
構
築
を
目
指
し
ま

す
。

道
路
や
空
き
地
に
散

乱
す
る
空
き
缶
や
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
等
が
非
常

に
目
立
つ
が
、
更
な
る
工
夫

の
余
地
は
。

先
ず
は
住
民
の

意
識
モ
ラ
ル
の

向
上
を
図
る
啓
発
活
動
、
リ

サ
イ
ク
ル
団
体
等
へ
の
補
助

金
の
他
、
禁
止
看
板
の
設
置
、

巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
な

ど
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
み
袋
を
使
わ
な
く

て
も
気
軽
に
ご
み
を

出
せ
る
施
設
を
増
や
す
と
い

う
方
法
は
。

パ
ン
フ

レ
ッ
ト

に
は
載
っ
て
い
ま
せ
ん
が
深

草
環
境
サ
ー
ビ
ス
が
無
料
回

収
し
て
お
り
ま
す
。。
今
後

は
工
夫
し
周
知
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

町
内
の
処
理
施
設
へ

の
見
学
者
の
状
況
は
。

申
し
出

が
あ
れ

ば
見
学
で
き
る
よ
う
整
え
て

い
ま
す
。

ご
み
問
題
に
関
す
る

今
後
の
展
望
は
。

先
ず
は
ご
み
を

出
さ
な
い
よ
う

に
し
、
再
利
用
す
る
。
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
社
会
見
学

を
含
め
、
環
境
に
対
す
る
理

解
・
認
識
を
深
め
て
頂
く
よ

う
進
め
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
国
保
の

都
道
府
県
単
位
化
に

伴
い
、
本
町
で
は
国
保
税

の
所
得
割
は
0.2
％
の
引
き
下

げ
、
均
等
割
は
４
８
０
０
円

の
引
き
上
げ
と
な
っ
た
。
町

民
へ
の
影
響
は
。

10
年
ぶ
り
の
国

保
税
率
の
改
定

を
行
っ
た
が
低
所
得
者
に
配

慮
し
た
設
定
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
住
民
か
ら
の
苦
情
は
無

か
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

国
保
税
は
抜
本
的
な

財
政
基
盤
の
強
化
が

必
要
と
の
全
国
知
事
会
等
か

ら
の
提
言
が
出
さ
れ
て
い
る

が
、
町
長
の
見
解
は
。

現
在
国
保
が
直

面
し
て
い
る
課

題
解
決
の
た
め
の
提
言
と
捉

え
て
い
ま
す
。

中
で
も
子
ど
も
に
係

る
均
等
割
り
の
減
額

を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
い

る
が
、
義
務
教
育
世
代
の
第

２
子
以
降
の
子
ど
も
の
人
数

と
、
そ
の
子
ど
も
達
に
係
る

均
等
割
り
の
合
計
金
額
は
幾

ら
か
。

67
世
帯

の
１
０

２
人
で
、
合
計
金
額
は
法
定

軽
減
の
対
象
者
も
含
め
、
約

２
０
２
万
円
で
す
。

本
町
で
減
額
実
現
の

第
一
歩
を
踏
み
出
す

考
え
は
。

現
在
は
考
え
て

お
り
ま
せ
ん
。

西藤　典子 議員

鞍手町のごみ問題について
町長の見解は？

「産業廃棄物処理における
循環型社会の構築を目指します」町長

問

問町 

長
問

町 

長
問農

政
環
境
課
長

問農
政
環
境
課
長

町 

長
国
民
健
康
保
険
税
の

引
き
下
げ
に
つ
い
て

問町 

長
問

町 

長
保
険
健
康
課
長

問

問問町 

長

▶じん芥処理施設「くらじクリーンセンター」
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高
校
卒
業
ま
で
の
医

療
費
無
料
化
を
行
っ

て
い
る
自
治
体
も
広
が
っ
て

い
る
が
、
現
在
の
県
内
の
状

況
は
。

18
歳
ま

で
を
対

象
と
し
た
助
成
を
行
っ
て
い

る
自
治
体
は
、
県
内
で
は
５

市
町
で
す
。

高
校
卒
業
ま
で
拡
充

し
た
場
合
の
費
用
は
。

18
歳
ま

で
拡
大

し
た
場
合
の
公
費
の
負
担
額

は
、
約
７
２
５
万
円
で
す
。

全
国
保
険
医
団
体
連

合
会
の
調
査
で
は
、

無
料
化
し
て
も
長
期
的
に
は

医
療
費
を
押
し
下
げ
る
効
果

が
あ
る
と
い
う
結
果
が
出
て

い
ま
す
。
更
に
、
慶
應
義
塾

大
学
の
調
査
で
は
、
通
院
の

無
料
化
は
高
額
な
入
院
の
５

％
も
の
件
数
削
減
に
繋
が
っ

て
い
る
と
い
う
結
果
も
出
て

い
ま
す
。

高
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費

無
料
化
で
、
全
体
的
な
医
療

費
抑
制
が
期
待
さ
れ
、
子
育

て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
、
出
生
率
の
増

加
、
定
住
促
進
に
も
つ
な
が

る
と
思
う
が
。実

際
に
ど
れ
位

の
効
果
が
あ
る

の
か
先
進
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
自
治
体
の
現
状
も
調
査

し
、
鞍
手
町
の
財
政
状
況
も

含
め
て
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

危
険
家
屋
の
解
消
は

喫
緊
の
課
題
で
す
。

危
険
家
屋
解
体
費
用
へ
の
補

助
金
に
つ
い
て
、
所
有
者
へ

の
周
知
と
反
応
は
。

危
険
家
屋
解

体
補
助
事
業

の
募
集
開
始
は
、
今
年
度
の

９
月
２
日
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
周
知
に
つ
き
ま
し
て
は

８
月
よ
り
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
で
行
い
ま
す
。

町
が
危
険
家
屋
と
認

知
し
て
い
る
件
数
の

う
ち
、
所
有
者
が
分
か
っ
て

い
る
の
は
。

町
が
危
険
空

き
家
と
し
て

認
知
し
て
い
る
の
は
１
６
１

件
で
す
。

　

そ
の
う
ち
、
解
体
さ
れ
た

の
が
４
件
、
残
る
１
５
７
件

の
う
ち
連
絡
先
を
把
握
し
て

い
る
も
の
は
22
件
で
す
。

連
絡
先
の
分
か
ら
な

い
残
り
の
１
３
５
件

は
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

最
終
的
に
所
有

者
を
把
握
す
る

の
は
難
し
い
状
況
で
す
が
、

最
も
危
険
度
の
高
い
40
件
を

対
象
に
問
題
の
解
消
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
県
の
建
築
指
導
課

に
も
相
談
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

県
を
上
げ
て
取
り
組

ん
で
い
た
だ
く
よ
う
、

強
力
に
働
き
か
け
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
。長

屋
の
状
況
も

調
査
の
上
で
、

今
後
に
つ
い
て
は
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問

　「
財
政
状
況
も
含
め
て
検
討
し
ま
す
」

町
長 高

校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
を
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宇田川　亮 議員

危
険
家
屋

　
　
解
消
へ
の
取
組
み
は

問保
険
健
康
課
長

問

保
険
健
康
課
長

問

町 

長
問

総
務
課
長

問

総
務
課
長

問町 

長

問

町 

長

▶町内には１５７件の危険な空家が確認されている。（写真はイメージ）



10令和元年7月 31日発行　鞍手町議会だより　No.126

く
ら
て
議
会
だ
よ
り

第
126
号
●
発
行
／
福
岡
県
鞍
手
町
議
会　

�

●
編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会　
〒
８
０
７-

１
３
９
２��

福
岡
県
鞍
手
郡
鞍
手
町
大
字
中
山�

３
７
０
５　
☎�
０
９
４
９
（
42
）
２
１
１
１　

��

●
印
刷
所
／
社
会
福
祉
法
人��

福
岡
コ
ロ
ニ
ー

発
行
責
任
者

編
集
ス
タ
ッ
フ

議
会
議
長

星　
　

正　

彦

委
員
長

野　

口　

美
恵
子

副
委
員
長

西

藤

典

子

委

員

有

働

徳

仁

委

員

新

谷

留

晴

委

員

委

員

添

田

政

勝

的

野

信

之

■
編 

集 

後 

記

　
６
月
議
会
は
、
４
月
の
町
議

選
に
よ
り
当
選
さ
れ
た
７
人
の

新
任
議
員
を
迎
え
、
多
く
の
方

に
傍
聴
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
編
集
委
員
の
メ
ン

バ
ー
も
一
新
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
議
会
の
内
容
を
わ
か

り
や
す
く
、
町
民
の
皆
様
に
興

味
を
持
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
け

る
紙
面
づ
く
り
に
、
編
集
委
員

一
同
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
一
読
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　

  （
野
口
美
恵
子
）

議会を傍聴しませんか
　議会はだれでも一般質問・議案質疑を傍聴できま
す。受付は、当日に議会事務局で行います。
　また一般質問を傍聴する方の希望に応じ、手話通
訳者を派遣しています（無料）。これには事前予約
が必要です。
■問い合わせ
　議会事務局　☎４２局２１１１番（内線３３１）

（次回は、９月議会です。）

「議会だより」編集委員
　６月定例会号から新しい編集委員となりました。
これから４年間、親しみやすい紙面となるよう取り
組みます。

　ハスはその独特の花や葉っぱが美しい水
生植物です。見ていると清々しい気持ちに
なることから、仏教では極楽浄土に咲く花
とされ、古くから慈しまれてきました。
　根は「蓮根」、花を支える花托は「ハチス」
と呼ばれ、葉っぱや茎など植物全体が食用
や薬用、様々な方面で利用されてきました。
　花言葉は「清らかな心」「休養」などです。

「清らかな心」は泥水を吸い上げながらも美
しい花を咲かせることに由来します。「休養」
は午前中に咲いた花が午後には閉じてしま
う様子を表したものです。

長 谷 寺 の ハ ス の 花表紙の紹介

お詫びと訂正
　５月臨時議会号の２頁、議会運営委員会の選任委
員名で誤りがありました。
　正　「委員　西藤典子」　誤　「委員　的野信之」
　訂正してお詫びいたします。

前列右から　新谷委員、野口委員長、西藤副委員長
後列右から　有働委員、添田委員、的野委員


